
（公益社団）日本鍼灸師会 全国保険部長会議報告 

 

開催日時 平成 23 年 7 月１０日(日)午前 11 時 00 分～午後４時 30 分 

開催場所 東京医健保会館 3階会議室 

 

議 題 

（１）中央省庁活動報告 

１）  電療料について 

 昨年度より電療料として、１電気針、２電気温灸器、３電気光線器具の 

 複数の加算が可能になった。積極的に申請して実績をつくりたい。 

２） 初検料について 

   同意疾患について治療中に、改めて検査等をした場合に、再度初検料を請求 

  できるように交渉中。 

  以上、大口業務執行理事より報告があった。 

 

（２）療養費等の適正運用に関する研修 

   １）平成２３年度版（公社）日本鍼灸師会発行の療養費適正運用の手引きを 

     １部２００円で頒布中なので活用して欲しい。（申し込み先は保険部） 

   ２）自賠責の施術料金について国土交通省に問い合わせたところ、各保険会社 

     に一任しているとの返答であった。 

     保険会社の担当者には施術料金は、労災料金と同一で良いか確認して請求 

         するよう指導があった。請求は毎月請求が望ましい。 

    （公社）日本鍼灸師会独自の自賠責施術証明書、明細書があるので活用し  

     て欲しい。（５０枚２００円、保険部へ申し込み） 

３） 最近保険者から同意医師へのアンケート調査がされているとの報告があっ た。 

４） 保険問題案件報告書 

  不正請求等の事例の報告があり、県内で保険問題が発生した場合には、「保   

  険問題案件報告書」を作成し健保委員長まで報告して欲しい 

 

（３）これからの介護予防について 

   （公社）日本鍼灸師会は介護保険参入を目標として活動している。 

   都老研の介護予防運動指導員資格を活用した、鍼灸院内での運動指導の実例を 

   中沢介護予防委員がプレゼンテーションした。 

 

（４）日鍼会全国大会 in 北海道 

   １０月９日１０日開催の報告が、野戸北海道鍼灸師会保険部長よりあった。 

 

（５）DK システムの説明が牧 IT 委員よりなされた。 

 （一社）愛知県鍼灸専門師会 理事 長岡 亨         

 


